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◆ 共同センター“改憲”反対署名36万を提出
　全国で改憲手続き法反対の宣伝・署名強化を！次回は3月20日　

　憲法改悪反対共同センターは21日昼、今国会初の「署名提出行動」を衆議院議面で行ない、各団体各地から約300人が参加。新婦人215,021、国公労連111,474、民医連13,120、全生連6,426、埼玉5,772など約45万筆を日本共産党に国会議員に託しました。署名提出行動では高田公子新日本婦人の会会長が主催者あいさつ。予算委員会をはじめ各委員会がいっせいに開かれている中、日本共産党の議員団6人が参加、代表して石井郁子日本共産党衆議院議員が国会情勢を報告。各参加団体の決意表明が行なわれました。その後、国民大運動実行委員会など定例国会議面行動が行なわれ、憲法改悪・改憲手続き法許さない決意を固め合いました。

　共同センターとしての次回の署名提出、全議員要請、衆議院第2議院会館前集会、中央決起集会は、3月20日を予定しています。当日は、全国各地で宣伝、署名、学習運動を草の根から展開し、全国的結集で大きく成功させましょう。
◆自治労連「改憲手続き法案」反対の独自行動
　2月21日昼に行なわれた国民大運動実行委員会などの主催する定例の国会行動には、自治労連本部から多数が参加。各団体の決意表明のトップバッターに自治労連から大黒書記長が発言。「改憲手続き法案が憲法9条改悪に直結し、重大な問題だらけであることが国民にはほとんど知られていない。自治労連では『自治体の仲間』号外を緊急発行して職場学習を深め、地域でもポケットティッシュ60万個を使って宣伝を広げることにしている。憲法改悪を許さないたたかいを一斉地方選、参院選にもつなげて奮闘する」と決意表明しました。

自治労連は、格差と貧困の是正、国民要求と改憲手続き法案阻止の運動を急速に広げるために職場での学習を強めつつポケットティッシュも活用し地域宣伝に大きく打って出ることにしています。
■ 衆院憲法調査特別委員に要請

　その後、自治労連本部の独自要請行動として、50名の衆院憲法調査特別委員全員に「改憲のための国民投票法案の廃案を求める請願」を手渡しました。民主党の玄葉光一郎議員の秘書は「憲法改正については党内でも意見が分かれています。うちは『改憲のための』手続き法には反対の立場です」と述べました。自民党の石破茂議員の秘書は「立場は違いますが、要請書は必ず議員に渡します」と対応しました。

■ ポケットティッシュを使って大塚駅前宣伝

　夕方にはＪＲ大塚駅前で、ポケットティッシュを使って改憲手続き法案反対のハンドマイク宣伝を行いました。「2月19日の週に全国一斉宣伝を」との全労連・憲法改悪反対共同センターの提起を受けて実施したものです。ティッシュの受け取りはよく、勤め帰りのサラリーマンが手に取って読みながら歩く姿が見られました。１時間の宣伝で約800個のティッシュを配りました。

◆ 民医連　事業所・職場憲法闘争交流集会　

全日本民医連は「事業所・職場憲法闘争交流集会」を２月８日に東京で開催し全国から154人が参加しました。

開会挨拶で原副会長は、憲法を守るたたかいをあれこれの課題と同列におくのではなく最優先の課題、全日本民医連としても各職場や地域で「九条の会」の呼びかけに応え全国各地で会を組織しているが、持続的に活動を続ける課題も出てきている。全国の憲法を守るたたかいの経験交流を行い各事業所・地域の中にさらに９条を守る運動を広げていこうとあいさつ。

〝壊憲〟手続法・国民投票法の正体―法案阻止の展望をどこにみるか―と題して坂本修弁護士(前自由法曹団団長)を講師に学習講演。坂本氏は、日本国憲法の根本が変えられようとしている中、改憲手続法の危険な問題点を指摘。改憲手続き法の流れを止めることは憲法９条を守る運動を発展させることにつながる。安倍首相が５月３日までに改憲手続き法案を成立させ、首相の任期中に改憲を狙っているいま、改憲手続き法阻止の多くの力を集中していくことが重要であると強調しました。

　文化企画としては、女優の市原悦子さんによる戦争童話「ちいちゃんのかげおくり」「凧になったお母さん」の２作品の朗読。戦争で消えた幼い命、母の愛情、臨場感あふれる朗読は心にしみこみ会場は深い感動に包まれました。きたがわてつ氏の憲法を守るメッセージ性を持った歌は参加者の胸に響き、参加者を巻き込んだ楽しい企画となりました。

憲法闘争本部の長瀬事務局長は、「いのちを守る民医連職員は９条と25条を握って絶対に離さない立場。職場や地域で国民投票法案の学習、署名の取り組み、辺野古支援連帯行動や平和活動交流集会、原水禁世界大会などへの派遣を通して平和の守り手を育成していく」と提起しました。

　各地からの指定報告では、青森のあけぼの薬局で毎月９日と25日に行っている９条・25条を守る早朝宣伝活動、石川青年九条の会「９Ｐｅａｃｅ」の取り組み、千秋病院九条の会の平和バスハイクの取り組み、京都民医連第二中央病院の「九条の会所属ダンスチームフェニックス９」の誕生、映画鑑賞会や「サマーＰＥＡＣＥカフェ」の取り組みなどが報告されました。

寄せられた主な感想は、「自分の知らないところで憲法改正が進められマインドコントロールされているのは恐ろしい」「市原さんの朗読は自然と涙があふれてきました。この朗読を聞いて涙しない人は想像力がなさすぎる」「きたがわさんの歌も歌詞も心に響いた」「他県の活動を通じてアイデアももらい悩んでいた今後の活動がたのしみになった」「全国の仲間と悩みなどを共有することが出来た」「多くの人がいろいろな地域で活動を繰り広げられていることに勇気づけられた」。

◆ 宝塚「九条の会」毎月１９日の宣伝

　宝塚九条の会「瓦版２月号」によると、昨年の９月から毎月１９日、市内のターミナル、宝塚駅３回、逆瀬川駅、清荒神駅で宣伝・署名を続けています。
　毎回１０人以上の参加でビラを配り、署名をお願いし、ハンドマイクでうったえています。清荒神駅前は静かで時間がゆっくり過ぎていくようでした。それだけに署名してくださる方とゆっくり話が出来、若い娘さんはインターネットの掲示板で議論していると言います。中学生もしっかりとした字で署名してくれました。
　１月の成人式は宝塚ホテルで式典があり次々集まる新成人に「憲法大好き」という小型のビラを配り、ふたたび戦場に行くことが無いよう祈りつつうったえ、１時間で３２０枚手渡すことができました。
■ 「ひょうご福祉労働者９条の会」 ３１職場で２１１人に発展

　「戦争と福祉は両立しましせん。福祉労働者は『憲法９条を守り、生かす』の１点で大同団結し、立ち上がるときです」とのアピールに賛同する第２回集会が２月９日神戸市勤労会館で開催されました。
オカリナやアイリッシュハープの演奏で開会、「２２職場１６６人で結成後、わずか半年で会が３１職場２１１人なった」との報告に大拍手。
　講演はフリージャーナリストの西谷文和さん。アメリカが大量使用した劣化ウラン弾・クラスター爆弾でこどもたちがこんなに被害を受けているという映像を見ながら参加者はあらためて戦争の悲惨さを確認し合い、これからの決意を語り合いました。
　短信･ホットライン　
■ 衆議院憲法特別委理事懇に公聴会の開催が提案　　
昨日午後、今国会初の衆議院憲法特別委員会の理事懇談会が開かれました。自民党理事から公聴会の開催が提起されましたが、民主党は「持ち帰る」ことを前提に「昨年、両案についてそれぞれ手直しが必要といった状況のまま公聴会をやっていいものか、衆院議長が公聴会の開催見直しをいったこととの関係、出口(採決)と連動しないことを確認してほしい」と述べました。これに対し、自民党理事は、「できるだけいい形で開催したい。即、採決ではない」。公明党理事は、「すりあわせで合意できるのか難しいのか、はっきりしてから公聴会でよい」と発言。日本共産党の笠井議員は、「現在予算の審議中であり公聴会などとんでもない。もともと民主がいいだしたことだが、総理が今国会成立に言及し、与党幹部が５月３日までの成立をくりかえし言うなど許されない。昨年、修正9項目がだされたが、いったいどの案にたいして意見をきくというのか。公聴会開催には反対だ」と発言、社民党の辻元議員は「審議することがある。いきなり公聴会はいかがか」と発言。次回の理事懇が未定のまま散会しました。
■　映画「日本の青空」完成記念有料試写会

　日本国憲法公布60周年記念　映画「日本の青空」
http://www.cinema-indies.co.jp/aozora/index.html
日本国憲法誕生の元となった草案をつくった鈴木安蔵を描いた映画です。

【有料試写会日程】
東　京３月１２日（月）中野ＺＥＲＯ大ホール　「日本の青空」製作委員会03(3524)1565
　　　３月１３日（火）銀座ブロッサム（中央会館）　
　　　３月１５日（木）きゅりあん（品川区）
京　都３月１５日（木）同志社大学寒梅館京都映画センター075(256)1707
福　島３月２４日（土）福島公会堂「日本の青空」製作委員会03(3524)1565
愛　知３月２０日（火）名古屋市民会館中ホールあいち教育映画052-509-2651
千　葉３月２２日（木）千葉市文化ホール「日本の青空」製作委員会03(3524)1565
福　岡３月２４日（土）福岡市男女共同参画推進センター　アミカス映画「日本の青空」支援の会ふくおか092-712-5297
092-741-7112 
神奈川３月２６日（月）関内ホール「日本の青空」製作委員会03(3524)1565
静　岡３月２７日（火）静岡市民文化会館中ホールシネマ・ワン054-208-2474
■「９条がアフリカに上陸した」　大阪憲法会議　梅田弁護士がナイロビ報告

大阪憲法会議は、２月２０日、第３回幹事会を開催。会議では、梅田章二副幹事長が、ナイロビでの世界社会フォーラムに参加したとりくみをビデオ上映も使いながら特別報告をおこないました。

　第７回になる世界社会フォーラムは、１月２０日から２５日までケニアのナイロビでおこなわれ、１０万人が参加。１０００以上のワークショップの中の「９条ワークショップ」には５０人が集まり、活発な討論や質問がつづけられました。

ブースでは９条署名を訴え、９５０署名が集まりました。日本の憲法９条を知らない人が圧倒的ですが、条文を説明すると目が輝くなど顕著な身体的反応が返ってきて、説明する側が９条の値打ちを再確認するほど。その反響のすごさを梅田さんは、「９条がアフリカに上陸した」と表現されました。(大阪憲法しんぶん速報版 No.1３１より転載)
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